
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間  上野 哲会長 

         春加さんこんにちわ、お久ぶりです。 

そして、ご主人の後藤晃紀（こうき）さん初めまして、こんにちわ。 

お二人に逢える日を楽しみにしておりました。ご来訪、会員一同心より歓迎を申し上げます。 

お二人に関連した話は、また後で致します。 

先週の（2/19）の例会にて、山口ひとみ様の入会について会員の皆様にご意見を伺いまし 

たが、本日まで異議の申し立てがございませんでした。従いまして、山口ひとみ様の入会を承認と致します。 

齋藤さんのご尽力により、4名の新入会者が確定いたしました。ありがとうございます。 

３月 12 日（木）4名合同の入会式を行う予定となっております。 

さて、先週末は様々な行事がございましたので報告致します。 

・21 日（土）農家レストランにて、大船渡東高校の IAC の 3年生の、生徒 2人が、卒業されるので「三年生を送

る会」が開催しました。当クラブの会員・IAC の在校生 30数名の参加でした。 

・20 日（金）～22日（日）神戸の西宮恵比寿ＲＣの I・Mには濱守ガバナーノミニーと錦山副会長が出席されま

した。濱守さんは、震災関係の講演を依頼されておりました。3月 26 日の例会の卓話で報告があると思います。 

・22 日（日）は栗駒高原駅前の「エポカ 21」で職業・社会奉仕委員会の合同セミナーが あり、新沼湧一さん

と門田崇さんに出席して頂きました。 

・そのほかに、21 日（土）はロータリーとは直接関係はないのですが、 今日お見えになっている、お二人の婚

礼に、熊谷さんと前原さんが出席しております。 

それぞれ、ご多忙のところ出席頂きました。 

甚だ恐縮ですが、まとめて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

後藤夫妻に関連したことに話が戻ります。 

21 日には、横浜の「みなとみらい」で、結婚式・ご披露宴が執り行われたとのことです。あらためまして、

新郎 後藤晃紀さん 新婦 春加さん ご結婚おめでとうございます。春加さんが、数年前に上京してから今

迄の、年月の経つのが、早く感じられます。 今回の帰省が、旦那様とご同伴とは夢にも思っておりませんで

した。私は、最高の幸せの贈り物を頂いたようで、凄く嬉しく感じております。 

お二人が、いついつまでも、幸せでいるように、祈っております。今日はこの後、卓話をお願いしております。

それと夕方はお祝いの会が予定されているようです。 宜しくお願いいたします。 

 私は単純に、日本にお医者さんと、看護師さんがどの位いるんだろうと思って調べてみました。 

平成 24 年のデーターですが、医師数：303,268 人 看護師：1,067,760 人なそうです。後藤ご夫妻もこの中

の一員であるわけです。自分が一番大事なもの。 

家族が一番大切なこと。それは健康と、生命です。健康は幸せの”みなもと”だと思います。 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

             ２月第４週例会 ２０１５年２月２６日（木） 

ソ ン グ  ：奉仕の理想   ボックス ：２９，０００ 円    （報告者 門田 崇会員） 

お客様紹介 ： 本日の講師 後藤春加様（旧姓佐藤）ご主人 後藤晃紀様 

本日出席率 ：６２．２２％ 前回修正後１００ ％（ﾒｰｷｬｯﾌﾟ１７名） (報告者 浜田浩誠会員） 
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その大事な健康を守ってくれ、病気を治してくれるのが、医師であり看護師であります。 

気高き、崇高な職業だと思います。ご両人が何故、こう言う医療の道を選択したのでしょうか？ 

勝手な私見で恐縮ですが、二人の心の中を察しますと、「病気で困っている人の手助けをしたい、そして健康で

幸せになって欲しい」と思う心があるからではないでしょうか。 

人を思いやる優しき心が、人生の目標が、携わる職業が、共有するところが、結婚に結びついたのではなかろう

かと思います。 

看護師といえば世界的に有名な「フローレンス・ナイチンゲール」がいます 

1820 年 5月 12 日生（195 年前）イギリス・ロンドンで生まれ 90 歳で亡くなりました。 

裕福な家庭で育ちましたが、貧しい農民の悲惨な生活をみて、奉仕する仕事に傾いて 

いったようです。クリミア戦争が始まると看護師を志願し、戦地のイスタンブールの病院で傷病兵の治療に携わ

ったとのことです。 献身的なことから「クリミアの天使」と呼ばれ、その後、看護師を「白衣の天使」と呼ば

れる由来となったそうです。夜回りを欠かさなかったことから「ランプの貴婦人」とも呼ばれました。 

ナイチンゲールは。こういう言われかたを嫌い「天使とは、美しい花をまき散らす者ではなく、苦悩する者のた

めに戦う者である」と述べています。多くの実績を残し、「メリット勲章」「赤十字勲章」を受賞していますが、

国民的英雄として祭り上げられるのを嫌いました。墓標には、遺言でイニシャルだけを記すようとの指示だった

そうです。 

ロータリーの第一標語に「超我の奉仕」があります。職業奉仕もあります。 

ロータリー活動に、共通する面も多々あるのでは、と感じます。ロータリーの最大の実績は、世界のポリオ（小

児まひ）の撲滅活動です。20年間で寄付した総額は 13億ドルになります。現在もゲイツ財団とのパートナーシ

ップにより、資金の上乗せキャンペーンが行われています。全世界の全ての人々が健康で、平和に生きられれば、

幸せです。「ノーマライゼーションの推進を」願うものであります。 

 

 

  

◆◆◆  幹 事 報 告  ◆◆◆ 

 

 

 １ ガバナーエレクト事務所より 

  イ クラブ会長ノミニーへ 2015‐2016 年度会長エレクト研修セミナーへの出席要請が届いています。 

    日 時  3 月１5 日（日）13 時～  セミナー     17 時～  懇親会 

    場 所  江陽グランドホテル    登録料  懇親会参加のみ 6,000 円 

    締切り  3 月 2 日 

 

  ロ 先に開催された地区チーム研修セミナーの報告書が届いています。 

 

 ２ 大船渡商工会議所より  市内中小企業等景況調査への協力願いが届いています。 締切 3 月 5 日 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆◆◆  委 員 会 報 告  ◆◆◆ 

 

 

★ 錦山功 副会長 

  西宮恵美寿 RC さんが主管となっておる阪神第２グループの I・M に、支援を頂いた縁で濱守会員が講師と

して招かれ、2 月 20 日～22 日同行しました。 

講演の内容は「ロータリーってすごいね」です。事務局の方と DVD 上映の係をしてまいりました。東日本

大震災の映像などが流れ、参加者の方々も涙を流されるなど、徐々に忘れてしまっている災害の怖さ、被害の

大きさを再認識したところです。 

もう一方講師としておいでの兵庫県立舞子高等学校坂本教諭のお話もありました。舞子高校は全国で唯一 

 環境防災科があり、今回も被災地を訪れ、学習したことを実践したそうです。ぜひ大船渡でも講演して下さい

とお願いしました。岩手にもこのような学校があればなぁーと思いました。 

 濱守会員が講師料を辞退しましたところ、被災支援に充ててくださいという事で頂いてきました。 

西宮恵美寿 RC の方々には、最後までいろいろと面倒を見て頂きました。 以上 報告とします。 

           

 

◆◆◆  本日のプログラム  ◆◆◆ 

             フリーアワー ： 後藤春加（旧姓佐藤）結婚報告 

 

★後藤春加・晃紀ご夫妻    H26 年 11 月 29 日入籍  H27 年 2 月 21 日結婚式 

          私は、2 歳から高校を卒業するまで児童養護施設「大洋学園」におりました。 

この時、学園生を花火大会などに招待して下さっていた貴クラブと出会い、個人的にボラン 

ティアの家庭教師・大正琴の先生として学園に通ってくださった熊谷様・前原様と知り合い 

ました。そこで、看護学校への進学の夢を後押しされ、貴クラブ会員を始め、有志の方々か 

ら支援を頂ながら通学。看護師となり、横浜医療センターに就職。そこで、主人と出会いま

した。看護師として 6 年目に入り、外科病棟に勤務、中堅の立場になりましたが、3 月に退職し、4 月からは訪

問看護の仕事を始めます。  あの時、皆様に背中を押して頂き今こうしていられることに感謝しております。 

 以前取材で、3 年間の支援の話を致しましたところ、NPO 法人ブリッジフォースマイルという団体が、東京で

毎年 10 人の子ども達を支援する活動を始めて下さり、活動の輪を広めつつあります。 

皆様のおかげで、今こうしてここに居られる。家庭にあこがれていた私は、家族って良いなぁーと感じながら

一日一日を過ごしています。 

 

ご主人から・・ 

 横浜出身で、2 人兄弟の 4 人家族で育ってきました。 

 母が看護師という事もあり、寝る前に読み聞かせして貰った絵本は、「人助け」の本が多かったように思いま

す。そのせいか、小さいころから医者になろうと思っていました。 

今は、消化器外科の医者です。外科は、チームワークが非常に大切な職業で、人とのつながりの大切さをすご

く感じます。  これからは 2 人で、頑張って社会に少しでも貢献していこうと思っています。 

 

 


